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催
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石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たEdw

ard Arnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 
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「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　

石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たEdw

ard Arnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 

可部での畑耕一
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「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　

石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たEdw

ard Arnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『Collected G

host Stories of M
.R.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 
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「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　

石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R

.Jam
es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たE

dw
ard A

rnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『C

ollected G
host Stories of M

.R
.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 

- 29 -



    

「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　

石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R

.Jam
es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たE

dw
ard A

rnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『C

ollected G
host Stories of M

.R
.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 
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「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　

石　

田　

浩　

子
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）

　　
　一　

は
じ
め
に

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
三

〇
日
ま
で
二
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
企

画
展
「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催

し
た
。

広
島
市
堀
川
町
（
現
中
区
）
に
生
ま

れ
た
畑
耕
一
（
一
八
八
六―

一
九
五
七

年
）
は
、
戦
前
か
ら
小
説
家
、
劇
作
家
、

ま
た
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
疎
開

の
た
め
安
佐
郡
可
部
町
（
現
広
島
市
安

佐
北
区
）
へ
移
っ
た
後
は
、
生
涯
を
広

島
で
過
ご
し
、
戦
後
の
文
芸
復
興
に
尽

力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

当
館
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年

十
月
に
広
島
文
学
資
料
室
を
開
設
し
、

広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
文
学
者
二

一
名
の
初
版
本
や
自
筆
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
お
り
、
現
在
、
所
蔵
資
料
点
数

は
三
万
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

畑
耕
一
も
収
集
対
象
作
家
の
一
人
で
あ

り
、
畑
の
甥
で
あ
る
渡
辺
白
蘭
氏
を
は
じ
め
、
生
前
の
畑
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
の

ご
寄
贈
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
自
筆
資
料
や
愛
蔵
品
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
関
係
資
料
は
、

図
書
、
雑
誌
、
自
筆
原
稿
類
、
書
簡
等
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
点
と
な
り
、
畑
耕
一
の
文
学

や
人
物
像
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
当
館
所
蔵
資
料
と
と
も
に
、
企
画
展
の
た
め
に
出
品
い
た
だ
い
た
資
料
も
加
え
、

図
書
、
雑
誌
類
六
三
点
、
自
筆
資
料
四
〇
点
な
ど
、
資
料
一
四
〇
点
を
展
示
し
た
本
展
は
、

畑
耕
一
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
、
初
め
て
の
企
画
展
で
あ
っ
た
。

二　

経
歴
を
探
る

畑
耕
一
は
、
広
島
の
文
芸
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
も
の
の
、
没

後
五
〇
余
年
を
経
た
現
在
で
は
、
そ
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
戦
前
か
ら
の
多
彩
な
経
歴
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
名
事
典
、
文
学
事
典
等
に
畑

に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
な
い
こ
と
や
、
畑
自
身
が
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
く
際
に
、

具
体
的
な
年
代
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
は
詳
ら
か
で
な

い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
の
目
的
は
、
畑
耕
一
関
係
の
文
学
資
料
を
構
成

す
る
こ
と
で
、
畑
の
生
涯
と
そ
の
多
彩
な
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
畑
に
関
す
る
評
伝
は
限
ら
れ
て
お
り
、
展
示
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、

作
家
の
基
本
情
報
で
あ
る
年
譜
の
作
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
に
、
畑
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
。
住
所
を
疎
開
先
の
可
部
町
と
し
、

国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
を
務
め
た
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
生
ま
れ
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
松
竹
キ
ネ
マ
入
社
と
し
て
い
る
点
な

ど
は
、
確
認
作
業
の
結
果
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
年
表
の
典
拠
と
し
て
使
用

で
き
な
か
っ
た
。

畑
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
月
三
日
付
の
中
国
新
聞
に
お

い
て
、「
広
島
市
出
身
の
作
家
・
畑
耕
一
年
齢
一
〇
歳
若
く
自
称
」
と
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。

畑
の
戸
籍
の
確
認
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生
ま
れ
と
判
明
し
た
、
と
の

内
容
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
出
る
ま
で
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
十
月
六
日
付
、
中

国
新
聞
夕
刊
の
畑
の

訃
報
記
事
が
、
明
治

二

九
（
一

八

九

六
）

年
生
ま
れ
と
報
じ
た

の
に
対
し
、
同
八
日

付
毎
日
新
聞
が
明
治

十
九
年
生
と
報
じ
た

よ
う
に
、
畑
の
生
年

に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
日

本
近
代
文
学
大
事
典
』

（
日
本
近
代
文
学
館
編　

講
談
社　

昭
和
五
二
年
）
な
ど
多
く
の
文
献
で
は
、
「
明
治
二
九

年
生
ま
れ
」
を
採
用
し
、
畑
の
活
躍
中
に
発
行
さ
れ
た
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
演

劇
新
潮
』
一
月
号
掲
載
「
現
代
劇
界
人
名
録
」
、
あ
る
い
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
発

行
の
『
明
治
大
正
史　

第
十
五
巻　

人
物
篇
』(1)

の
よ
う
に
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
生
ま
れ
と
記
し
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
作
成
に
使
用
す
る
典
拠
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
譜
の
作
成
作
業
の
中
で
、
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
資
料
に
、
こ
の
企
画

展
の
た
め
、
渡
辺
白
蘭
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
一
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
。
畑
自

身
、
あ
る
い
は
愛
子
夫
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
掲

載
紙
（
誌
）
名
や
掲
載
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
頃
か
ら
畑
没
後
に
至
る
ま
で
、
畑
に
関
す
る
様
々
な
新
聞
記
事
や
、
畑
が
寄
稿
し
た
文

芸
誌
か
ら
の
切
り
抜
き
、
さ
ら
に
は
新
聞
社
か
ら
の
原
稿
料
送
付
の
通
知
書
な
ど
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
旧
制
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
市　

一
九
〇
八
年
設
置
）

で
一
緒
だ
っ
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授　

一
八
八
九―

一
九
五
九
年
）
と

当
時
を
回
想
す
る
対
談
記
事
も
あ
り
、
畑
耕
一
の
晩
年
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
青
年
時
代

を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
が
「
耕
一
集

　

一
九
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
同
様
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
企
画
展
の
構
成
に
沿
っ
て
、
畑
耕
一
の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
三　

畑
耕
一
と
広
島
（
一
）

畑
耕
一
は
、
明
治
十
九
年
、
広
島
市
堀
川
町
に
漆
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家

は
畑
平
蔵
を
主
人
と
し
、
仏
壇
製
造
に
使
用
す
る
漆
を
商
っ
た
問
屋
で
あ
り
、
明
治
十
六
（
一

八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
莱
之
助
編
『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志

ら
遍
』(2)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
萬
漆
処
」
を
掲
げ
、
「
金
銀
鎮
鍮
錫
箔
鈖
金
具
梨
子
地

粉
色
　々

絵
ノ
具
類
刷
毛
数
　々

蒔
絵
筆
色
々
弁
柄
色
　々

割
籐
数
々
墨
膠　

き
ぬ
糸

色
　々

右
之
外
塗
物
用
諸
品
数
々
」
と
、
取
扱
商
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

畑
は
小
学
校
に
進
む
と
、
商
家
の
長
男
と
い
う
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

大
阪
へ
預
け
ら
れ
た
。

畑
の
代
表
作
『
広
島
大
本
営
』（
天
祐
書
房　

一
九
四
三
年
）
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
「
著

者
略
歴
」
は
、
年
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
身
の
経
歴
を
記
し
た
数
少
な
い
手
が
か

り
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
清
戦
争
当
時
広
島
市
に
生
を
享
け
た
」
、
「
小
学

校
中
途
に
し
て
大
阪
な
る
某
家
に
預
け
ら
れ
、
府
立
師
範
附
属
小
学
に
転
じ
」
、
「
市
立
大

阪
高
等
商
業
学
校
に
入
っ
て
そ
の
予
科
を
終
え
た
」
。
さ
ら
に
名
古
屋
へ
移
り
、
「
第
八
高

等
学
校
第
二
部
（
工
科
）
に
学
ぶ
こ
と
一
年
」
、「
更
に
転
じ
て
第
一
高
等
学
校
第
一
部
（
文
科
）

よ
り
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
出
た
」
、
「
直
ち
に
東
京
日
日
新
聞
社
」
に
勤
務
、
と
な
っ

て
い
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
入
社
時
期
に
関
し
て
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
三
日
付

の
読
売
新
聞
文
芸
欄
に
「
畑
耕
一
氏
は
此
程
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
せ
り
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
『
広
島
大
本
営
』
の
記
述
の
通
り
大
学
卒
業
後
間
も
な
く
の
就
職
で
あ
れ
ば
、
畑

は
三
二
歳
に
し
て
よ
う
や
く
東
大
を
卒
業
、
就
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

商
業
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
紆
余
曲
折
を
経
て
東
大
英
文
科
に
入
学
す
る
ま
で
の
一

時
期
、
畑
は
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
広
島
に
そ
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
新
聞
六
十
五
年
史
』
（
中
国
新
聞
社　

一
九
五
六
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
〇
（
一

九
〇
七
）
年
頃
、
中
国
新
聞
紙
上
の
中
国
文
壇
へ
の
投
稿
者
の
う
ち
、
常
連
と
な
っ
て
い

た
人
々
に
よ
っ
て
詞
友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
幹
事
と
し
て
畑
鍬
逸
（
耕
一
）
が
参
加

し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
四
〇
年
八
月
二
八
日
に
催
さ
れ
た
第
三
回
中
国

文
壇
詞
友
会
の
参
加
者
の
集
合
写
真
に
も
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
文
壇
か
ら
芝
居
好
き
の
同
志

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
下
泰
平
十
一
日
会
へ
も
、
畑
は
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
翌
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
『
三
田
文
学
』
二
月
号
に
「
怪
談
」
を

発
表
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
お
り
、
活
動
の
場
を
東
京
へ
と
移
し
て
い
る
。

処
女
作
発
表
後
の
畑
は
、
『
三
田
文
学
』
や
『
早
稲
田
文
学
』
、
『
帝
国
文
学
』
な
ど
へ

作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
先
の
就
職
を
伝
え
る
新
聞
記
事
の
よ
う
に
、
そ
の
動
向
を
報
じ

ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
を
文
壇
に
築
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

多
方
面
に
わ
た
る
活
動

東
大
卒
業
後
、
東
京
日
日
新
聞
社
へ
入
社
し
た
畑
は
、
学
芸
部
担
当
記
者
と
な
る
。

学
芸
部
担
当
記
者
と
し
て
の
畑
耕
一
の
名
は
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」
発
表
に
ま

つ
わ
る
動
き
の
中
で
、
近
代
文
学
史
上
に
現
れ
て
く
る
。

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
と
東
京
日
日
新
聞
で
連
載
中
で
あ
っ

た
菊
池
寛
の
「
真
珠
夫
人
」
に
続
く
長
編
小
説
を
掲
載
す
べ
く
、
畑
や
志
賀
、
大
阪
毎
日

新
聞
社
学
芸
部
部
長
薄
田
泣
菫
（
一
八
七
七―

一
九
四
五
年
）
ら
の
間
で
話
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
志
賀
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
側
の
担
当
者
で
あ
る
畑
に
宛
て
た
大
正
九
年
八

月
二
七
日
付
の
葉
書
に
は
、
連
載
用
に
二
〇
回
分
の
原
稿
を
準
備
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ

て
い
る 

(3) 

。
結
局
、
「
暗
夜
行
路
」
は
、
直
前
に
な
っ
て
志
賀
、
新
聞
社
双
方
が
、
作
品

の
内
容
が
通
俗
小
説
欄
よ
り
も
創
作
欄
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
掲
載
が

断
念
さ
れ
、
翌
年
『
改
造
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
日
日
新
聞
社
を
退
社
し
た
畑
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
に

入
社
す
る
。
新
聞
社
退
社
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
畑
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
と
し
た
芝
居

全
般
へ
の
造
詣
が
深
く
、
記
者
時
代
か
ら
足
繁
く
劇
場
へ
通
い
、
劇
評
「
戯
場
壁
談
義
」

を
『
明
星
』
大
正
十
一
年
二
月
号
か
ら
翌
年
八
月
号
へ
連
載
し
て
い
た
が
、
松
竹
キ
ネ
マ

に
入
っ
て
か
ら
は
、「
陸
の
王
者
」
（
監
督
／
牛
原
虚
彦　

一
九
二
八
年
）
、「
女
性
の
切
札
」

（
監
督
／
野
村
芳
亭　

一
九
三
二
年
）
な
ど
、
多
く
の
現
代
劇
映
画
の
原
作
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
日
本
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
移
る
過
渡
期
に
あ
た
り
、

関
東
大
震
災
か
ら
い
ち
早
く
復
興
を
果
た
し
た
松
竹
キ
ネ
マ
に
お
い
て
も
、
田
中
絹
代
や

岡
田
嘉
子
、
高
田
浩
吉
と
い
っ
た
俳
優
陣
を
起
用
し
て
盛
ん
に
映
画
が
製
作
さ
れ
た
。
畑

は
、
研
究
所
長
、
企
画
部
長
を
歴
任
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
俳
優
を
育
て
た
と
さ
れ
、

当
館
で
は
、
「
贈　

恩
師
畑
耕
一
先
生
」
と
し
て
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
第
一
期
研

究
生
で
あ
っ
た
笠
智
衆
（
一
九
〇
四―

一
九
九
三
年
）
ら
俳
優
、
監
督
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
箱
を
所
蔵
し
て
い
る
。

松
竹
キ
ネ
マ
と
兼
任
し
て
、
畑
は
大
学
の
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
明

治
大
学
の
講
師
、
昭
和
二
年
に
は
同
大
教
授
と
な
り
、
は
じ
め
は
「
文
芸
概
論
」
を
担
当
、

の
ち
に
自
ら
の
実
務
経
験
を
活
か
し
て
、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
」
、
「
映
画
研
究
」
を

講
じ
、
映
画
研
究
部
顧
問
も
務
め
た 

(4)  
。
ま
た
、
日
本
大
学
に
も
籍
を
置
い
て
、「
演
劇
講
座
」

や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
担
当
し
、
ほ
か
に
上
智
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
講
座

や
講
演
会
へ
も
招
か
れ
、
演
劇
論
を
講
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
頃
か
ら
は
、
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
と
し
て
再
び
新
聞
社
勤

め
を
始
め
て
お
り
、
戦
前
の
畑
は
、
作
家
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
、
映
画
人
、
大
学
教
諭
を

兼
任
し
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
全
て
の
職
を
辞
す
る
ま
で
、
最
も
華
や
か
な
活

動
を
見
せ
た
。

五　

戦
前
の
執
筆
活
動

複
数
の
役
職
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
松
竹
キ
ネ
マ
時
代
は
、
畑
の
作
家
と
し
て
の
充
実

期
で
も
あ
る
。

東
京
日
日
新
聞
社
時
代
に
連
載
し
た
「
戯
場
壁
談
義
」
や
、
戯
曲
第
一
作
の
「
直
助
権

兵
衛
」
（５）

な
ど
、
雑
誌
へ
の
発
表
を
中
心
に
、
執
筆
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
た
畑
は
、

松
竹
キ
ネ
マ
入
社
を
機
に
初
の
著
書
と
な
る
評
論
集
『
劇
場
壁
談
義
』
（
奎
運
社
）
を
出

版
し
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
東
大
英
文
科
の
同
窓
で
あ
る
芥
川

龍
之
介
が
序
文
を
寄
せ
た
短
篇
集
『
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
』（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
五
年
）
、

随
筆
集
『
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

一
九
二
六
年
）
、
野
村
芳
亭
監
督
に
よ
り

映
画
化
さ
れ
た
長
編
『
棘
の
楽
園
』
（
博
文
館　

一
九
二
九
年
）
、
句
集
『
露
座
』
（
素
人

社
書
屋　

一
九
三
一
年
）
な
ど
、
そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

映
画
の
原
作
と
な
っ
た
『
棘
の
楽
園
』
や
『
毒
唇
』（
先
進
社　

一
九
三
一
年
）
、『
女
の
切
札
』

（
春
陽
堂　

一
九
三
三
年
）
な
ど
大
衆
小
説
に
大
別
さ
れ
る
長
編
小
説
や
、『
少
年
少
女
譚
海
』

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
号
か
ら
連
載
し
た
「
剣
魔
白
藤
幻
之
介
」
に
代
表
さ
れ
る

少
年
小
説
、
少
女
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
が
、
畑
作
品
の
個
性
は
、
む
し
ろ
短
編
や

随
筆
に
表
れ
て
い
る
。
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
随
筆
は
、
古
典
や
国

内
外
の
伝
説
、
説
話
な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、
特
に
『
触
角
と
吸
盤
』
（
交
蘭
社　

一
九

三
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
季
題
と
茶
話
」
は
、
季
題
か
ら
連
想
さ
れ
る
短
文
を
歳
時
記

の
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
好
評
を
博
し
た
薄
田
泣
菫
に
よ
る

『
茶
話
』
へ
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
畑
は
多
蛾
谷
素
一
の
筆
名
を
使
っ
て
歌
謡
曲
の
作
詞
を
手
が
け
て
お
り
、「
浅

草
行
進
曲
」
（
塩
尻
精
八
作
曲　

一
九
二
八
年
）
や
「
ザ
ッ
ツ
オ
ー
ケ
ー
」
（
奥
山
貞
吉
作

曲　

一
九
三
〇
年
）
は
流
行
し
、
映
画
に
も
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
昭
和
産
業
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
中
国
新
聞
社
が
制
定
し
た
「
広

島
市
歌
」
（
永
井
建
子
作
曲
）
を
作
詞
し
て
お
り
、
譜
面
と
と
も
に
『
広
島
大
本
営
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
畑
は
全
て
の
勤
め
を
辞
め
、
創
作
に
専
念
す
る
生
活
を
選
ぶ
が
、
そ
の

後
の
作
品
数
や
内
容
に
、
以
前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
大

東
亜
戦
争
は
、
實
に
、
日
清
戦
争
を
も
つ
て
そ
の
端
緒
と
す
る
。
」
（
小
序
よ
り
）
と
の
視

点
か
ら
、
日
清
戦
争
の
銃
後
史
と
し
て
書
か
れ
た
『
広
島
大
本
営
』
は
、
畑
の
作
品
の
う

ち
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

六　

畑
耕
一
と
広
島
（
二
）

激
し
く
な
る
空
襲
を
避
け
、
昭
和
十
九
年
二
月
下
旬
に
安
佐
郡
可
部
町
へ
疎
開
し
た
畑

は
、
終
生
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
。
疎
開
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
六
月
二
五
日
付
の
読
売
新

聞
に
寄
せ
た
「
お
国
自
慢　

広
島
」
で
は
、
可
部
の
人
々
を
「
親
切
で
明
朗
」
と
表
現
し
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
滞
在
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
文
章
全
体
に
や
や
安
楽
な
雰
囲
気

も
あ
る
が
、
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ら
郷
土
文
化
面
の
た
め
に
な
ん
で
も
働
く
覚
悟
で
あ

る
。
」
の
一
文
は
、
戦
後
広
島
に
お
け
る
後
半
生
と
重
な
っ
て
く
る
。

畑
の
戦
後
の
活
動
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二
月
、
栗
原
唯
一
、
貞
子
夫
妻

が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
中
国
文
化
連
盟
へ
の
、
顧
問
と
し
て
の
参
加
か
ら
始
ま
っ

た
。
東
京
か
ら
郷
里
の
山
県
郡
壬
生
町
（
現
山
県
郡
北
広
島
町
）
へ
疎
開
し
、
と
も
に

顧
問
と
な
っ
た
細
田
民
樹
（
一
八
九
二―

一
九
七
二
年
）
ら
と
、
同
連
盟
主
催
の
講
演

会
で
講
師
を
務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
八
月
に
『
中
国
文
化
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、

こ
れ
に
寄
稿
を
続
け
た
。

当
時
の
全
国
的
な
動
向
と
同
じ
く
、
被
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
島
に

お
い
て
も
、
街
の
復
興
と
と
も
に
雑
誌
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
『
中
国
文
化
』
に
先
だ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
『
新
椿
』（
一
九
四
六
年
三
月
創
刊
）
や
『
郷
友
』（
同
六
月
創
刊
）
の
ほ
か
、『
世

代
』（
一
九
四
九
年
一
一
月
創
刊
）
、
児
童
雑
誌
『
ぎ
ん
の
す
ず
』（
一
九
四
六
年
八
月
創
刊
）

な
ど
へ
、
畑
は
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。

文
芸
以
外
で
は
昭
和
二
一
年
秋
に
結
成
さ
れ
た
「
我
等
の
劇
団
」
で
演
劇
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
八
月
か
ら
亡
く
な
る
直
前
の
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
九
月
に
か
け
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
（
ラ
ジ
オ
中
国
）
を
担
当
し
た
。

古
今
の
逸
話
な
ど
を
話
題
に
織
り
交
ぜ
た
番
組
は
三
〇
〇
回
余
り
放
送
さ
れ
、
当
館
に

は
「
お
て
な
ら
い
」
、
「
風
呂
に
つ
い
て
」
、
「
猿
の
小
話
」
な
ど
十
二
編
の
番
組
用
原
稿

が
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
の
第
二
回
ミ
ス
・
ヒ
ロ
シ
マ
審
査
会

の
審
査
員
を
務
め
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
の
新
日
本
リ
ー
グ
発
足
に
伴
っ
て
広

島
カ
ー
プ
の
二
軍
を
広
島
グ
リ
ー
ン
ズ
と
命
名
し
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
改

名
で
は
、
広
島
カ
ー
プ
グ
リ
ナ
ー
ス
と
名
付
け
る
な
ど
、
地
元
の
文
化
人
と
し
て
様
々

な
場
へ
登
場
し
た
。

た
だ
し
、戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
と
な
る
と
、『
少
年
時
代
小
説　

神
変
快
剣
士
』（
三

幸
出
版
社　

一
九
四
八
年
）
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
（
広
島
図
書　

一
九
五
〇

年
）
、
『
工
場
生
活
七
十
年
』
（
一
九
五
一
年
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
『
ぎ
ん
の
す
ず
』
を
発
行
し
た
広
島
図
書
に
よ
る
「
銀
の

鈴
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
作
品
の
抄
訳
で
あ
り
、『
工

場
生
活
七
十
年
』
は
、
現
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
松
田
重
次
郎
氏
（
一
八

七
五―

一
九
五
二
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
畑
は
、
可
部
に
居
を
構
え
て
以
来
、
亡
く
な
る

ま
で
の
十
三
年
余
り
の
間
に
様
々
な
出
版
物
へ
多
く
の
文
章
を
書
い
た
も
の
の
、
そ
の
作

品
群
を
自
著
と
い
う
形
で
残
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。　
　

畑
自
身
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
九
月
十
二
日
付
の
東
京
の
知
人
四
宮
美
智
子

に
宛
て
た
葉
書
で
、
「
と
に
か
く
、
郷
土
広
島
の
復
興
を
見
る
ま
で
は
動
か
な
い
つ
も
り
で

す
。
文
化
方
面
の
復
興
に
は
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
広
島
で
の
活
動
に
対

す
る
使
命
感
と
も
自
負
と
も
受
け
取
れ
る
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
へ
疎
開

し
て
い
た
作
家
ら
が
、
都
市
機
能
と
経
済
の
回
復
し
た
東
京
へ
戻
り
、
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
た
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
な
る
と
、
「
こ
の
ま
ま
で
ゆ
け
ば
い
つ
ま
で
も
広
島

に
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
そ
れ
も
戦
争
の
た
め
で
す
。
と
に
か
く
東
京
へ
帰
る
気

は
棄
て
ま
せ
ん
。
」
と
、
現
状
に
対
す
る
焦
り
や
、
断
ち
切
れ
な
い
上
京
へ
の
意
欲
を
率
直

に
打
ち
明
け
て
い
る
。

昭
和
三
二
年
十
月
六
日
、
上
京
の
思
い
は
果
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
畑
は
胃
が
ん
の
た
め

広
島
赤
十
字
病
院
で
生
涯
を
終
え
た
。
畑
が
亡
く
な
っ
た
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
「
ベ
ッ
ド

の
上
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
ど
退
院
し
た
ら
〝
ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
い

う
題
で
小
説
と
随
筆
の
中
間
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
た
い
と
思
う
」
と
、
病
床
で
語
っ
た

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。

七　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
怪
談

当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
中
に
、
二
〇
点
の
翻
訳
草
稿
が
あ
る
。
原
著
者
は
、
Ｍ
・

Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ド
ル
ト
ン
な
ど
で
、
い
ず
れ
の

内
容
も
怪
奇
小
説
ま
た
は
幻
想
小
説
と
呼
ば
れ
る
短
編
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
作
品
十
五
点
と
「
作
者
の
言
葉
」
を
合
わ
せ
た
翻
訳
草

稿
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
一
八
六
二―

一
九
三
六
年
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
副
総
長
や
イ
ー
ト
ン
校
校
長
を
務
め
た
古
文
書
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
傍
ら
怪

奇
小
説
を
執
筆
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
現
在
も
イ
ギ
リ
ス
怪
奇
小
説
の
古
典
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
、
根
強
い
人
気
を
保
ち
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の

う
ち
、
畑
が
翻
訳
し
た
原
著
は
、
翻
訳
作
品
十
五
点
全
て
を
収
録
し
、
「
作
者
の
言
葉
」

を
序
文
に
持
つ
、
『Collected G

host Stories of M
.R

.Jam
es

』
（Edw

ard Arnold

社　

一
九
三
一
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
展
示
に
際
し
て
、
渡
辺
白
蘭
氏
か
ら
新
た
に
提
供
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
畑

耕
一
に
宛
て
ら
れ
た
一
通
の
航
空
書
簡
が
あ
っ
た
。
差
出
人
は
、
『Collected G

host 
Stories of M

.R.Jam
es

』
を
出
版
し
たE

dw
ard A

rnold

社
で
あ
り
、
日
付
は
一
九

五
一
年
十
二
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
畑
か
ら
十
二
月
五
日
付
で

同
書
の
日
本
語
版
を
出
版
し
た
い
と
の
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
、Edw

ard Arnold

社
と

し
て
は
、
日
本
語
版
の
出
版
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
然
る
べ
き
日
本
の
出
版
社
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

怪
談
好
き
で
知
ら
れ
た
畑
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
怪
談
」
以
来
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
怪
談
文
学
の
隆
盛
も
背
景
に
し
て
、
数
々
の
怪
談
や
奇
譚
、
「
怪
談
趣
味
の

新
傾
向
」
（６）

、
「
怪
異
劇
の
舞
台
技
巧
」
（７）

と
い
っ
た
評
論
を
書
き
、
幽
霊
画
の
収
集
に

熱
中
し
た
。

こ
の
航
空
書
簡
に
よ
っ
て
、
翻
訳
草
稿
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
雑
誌

へ
の
寄
稿
や
講
演
な
ど
が
主
た
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
晩
年
に
お
い
て
も
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
呼
べ
る
怪
談
の
集
大
成
と
し
て
、
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
作
品
集
の
翻
訳
、

出
版
に
向
け
て
精
力
を
傾
け
た
畑
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

な
お
、
畑
に
よ
る
『C

ollected G
host Stories of M

.R
.Jam

es

』
の
翻
訳
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
『
Ｍ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
全
集
』
（
紀

田
順
一
郎
訳　

創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
た
邦
訳
が
、わ
が
国
で
は
最
初
の
出
版
と
な
っ
た
。

八　

展
示
を
終
え
て

展
示
準
備
中
、
畑
が
暮
ら
し
た
可
部
の
町
を
訪
ね
た
。
可
部
で
は
、
畑
の
生
前
、
特

に
親
交
の
深
か
っ
た
伊
勢
木
武
蔵
氏
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
自
宅
敷
地
内

へ
畑
の
句
碑
「
水
す
く
ふ　

掌
の
し
ろ
じ
ろ
と　

日
の
さ
か
り
」
を
建
立
し
て
い
る
。

企
画
展
で
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
撮
影
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
所
有

者
か
ら
、
畑
が
暮
し
た
家
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
家
を
見
る
機
会

も
頂
い
た
。
畑
の
没
後
、
家
は
再
び
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
生
前
に
盛
ん
に
句
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
広
島
の
文
化
人
ら
が
集
っ
た
家
屋
、
庭
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
も
写
真
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
畑
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
初
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
田
恒
次
氏
に
贈
っ
た
自
筆
の

画
「
球
技
百
態
」
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
球
を
対
戦
中
の
選
手
と
審
判
の
計
十

九
名
を
画
面
全
体
に
描
い
た
作
品
は
、
走
攻
守
そ
れ
ぞ
れ
の
一
瞬
の
動
き
を
捉
ら
え
て
お

り
、
大
の
野
球
好
き
で
あ
っ
た
畑
ら
し
い
観
察
眼
を
伝
え
て
い
る
。

当
初
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
畑
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
、
畑
ゆ
か
り
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
新
た
に
確
認
、
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
郷
土
の
作
家
を
紹
介
す
る
本
展

の
成
果
の
一
つ
と
な
っ
た
。

展
示
会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
畑
耕
一
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
、
実
際
に
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
若
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

現
在
、
畑
耕
一
の
作
品
を
読
む
方
法
と
し
て
は
、
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
す
る
ほ
か
に
、

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」(８)

で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
図
書
の
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
畑
耕
一
の
著
書
か
ら
は
、

『
戯
場
壁
談
義
』
、
『
怪
異
草
子
』
（
大
阪
屋
号
書
店　

大
正
十
四
年
）
な
ど
計
八
点
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

当
館
で
は
、
企
画
展
の
開
催
以
外
に
、
作
家
の
人
物
像
や
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
収
集
対
象
作

家
の
中
か
ら
毎
年
一
名
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
を
設
け
て
い

る
。
著
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
実
物
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
企
画
展
と
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
自
由
な
環
境
で
、
資
料
を
閲
覧
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
広
島
ゆ
か
り
の
文
学
者
に
つ
い
て
、
文
学
資
料
の
活
用
と
情
報

提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
畑
耕
一
に
つ
い
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
広
島
文
学
資
料
室
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
、
本
展

の
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
畑
耕
一
の
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

註

（1） 

『
大
正
人
名
辞
典
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

平
成
六
年
）
と
し
て
復
刻
。

（2） 

『
広
島
諸
商
仕
入
買
物
案
内
記
並
ニ
名
所
志
ら
遍
』
（
復
刻
版
）
南
海
堂　

昭
和
四
二
年

（3） 

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
〇
年
）
三
六
五
頁
掲
載
。

（4） 

飯
澤
文
夫
「
応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕
一
」
（
『
明
治
大
学
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
〇
七
年
）

（5） 

『
演
芸
画
報
』
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
号

（6） 

『
新
小
説
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
号

（7） 

『
ア
ト
リ
エ
』
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
「
舞
台
美
術
特
輯
号
」

（8） 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://dl.ndl.go.jp/kindai

） 
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